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相模湾とその周辺地域の河川および沿岸域で記録された注目すべき魚類

18 種 －近年における暖水性魚類の北上傾向について－

Notes on Eighteen Fish Species Recorded from the Rivers and Coastal Areas 
of Sagami Bay and Adjacent Waters, Japan: Northward Range Extension of 

Warm Water Fishes in Recent Years
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Uchu Yamakawa1) , Shota Mitsui2), Tomoaki Maruyama3), Shuya Kato4), Suguru Sakai5) 
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Abstract.  Sixteen tropical and two temperate fish species whose distributions are biased to the 
south of the Japanese Archipelago were collected from the rivers and coastal areas of Sagami Bay and 
adjacent waters. Oligolepis stomias was newly reported from the Kanto area representing the north-
ernmost record for the species. Eleotris fusca, Ophieleotris sp. 1, Taenioides sp. B, Oxyurichthys 
lonchotus, Callogobius tanegasimae, Bathygobius hongkongensis, Drombus sp., Favonigo-
bius reichei and Scatophagus argus were recorded for the first time from Chiba Prefecture and 
these are the easternmost specimen-based records for the species. The occurrence of Plectorhinchus 
gibbosus in Zushi represents a new specimen-based record from Kanagawa Prefecture. Lutjanus ar-
gentimaculatus, Lutjanus rivulatus, Lutjanus fulvus, Kuhlia marginata, Oligolepis acutipen-
nis, Redigobius bikolanus and Bathygobius peterophilus were also noted. These specimens and 
research of other specimens, pictures and literature surveys show that, in Sagami Bay and adjacent 
waters, the numbers of stations where each fish species were recorded has increased in recent years. 
In addition, the total numbers of recorded or settling species are increasing over time in not only the 
collecting area but also in other areas north of Kyushu along the Kuroshio Current. These results indi-
cate northward range extensions along the Kuroshio Current for these warm water fishes, and can be 
explained by a rising trend in sea surface temperature caused by global warming.
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原著論文

はじめに

　産業革命以降、地球温暖化が進行するに伴い、

全球スケールで海面水温が上昇している（日本

海洋学会編 , 2017）。海面水温は、魚類を含む海

洋生物の多様性に最も影響を与える要因であり、

その変化により、海洋における生物の全球スケー

ルでの分布も変化するとされている（Tittensor et 
al., 2010）。したがって、地球温暖化による海面

水温の上昇は、海洋生物各種の分布を極方向に拡

大させる恐れがあり、実際に日本近海において

も、熱帯サンゴの分布域が、世界有数の暖流で

ある黒潮とその派生流である対馬暖流に沿って、

温帯へ北上・拡大していることが確認されてい

る（Yamano et al., 2011）。魚類においても、極方

向への分布拡大が起きている可能性が高いが、日

本近海では単一の熱帯種の北限記録については

数多く報告されているものの（例えば、伊佐ほか

（2007）や土井ほか（2014））、それらの魚類の記

録数が本来の生息域より北方の地域で増加傾向

にあることや、複数種の記録を考慮して全体的に

北上傾向であることを示した事例は乏しい状況



U. Yamakawa et al.36

にある。

　相模湾は黒潮のほぼ北東端に位置しているた

め、沿岸域や流入河川において、黒潮およびその

派生流によって南方から移動分散してきたと考

えられる、主に琉球列島以南に分布する熱帯性魚

類が多く記録されている（例えば、山川・瀬能

（2016）や山川ほか（2017））。この相模湾を含む

関東近海においても、2016 年までのおよそ 100
年間で平均海面水温は 0.94 °C/100 年上昇してお

り（気象庁 , 2017）、この海面水温の上昇に伴っ

て、それらの熱帯性魚類の記録数が増加している

可能性や、定着が促進されている可能性が高い。

著者らはこれらの傾向を把握するために、相模湾

とその周辺地域（静岡県の狩野川以東、神奈川県、

東京都、千葉県：以下、相模湾周辺地域）の沿岸

域および流入河川の感潮域において、継続して魚

類相調査を行っている。

　本報告では、2014 年から 2017 年にかけての採

集調査で得られた、琉球列島以南を主な分布域

に持つ熱帯性魚類 16 種（ゴマフエダイ Lutjanus 
argentimaculatus、 ナ ミ フ エ ダ イ Lutjanus 
rivulatus、オキフエダイ Lutjanus fulvus、クロ

コショウダイ Plectorhinchus gibbosus、ユゴイ

Kuhlia marginata、テンジクカワアナゴ Eleotris 
fusca、タメトモハゼ Ophieleotris sp. 1、ミナ

ミサルハゼ Oxyurichthys lonchotus、タネハゼ

Callogobius tanegasimae、ノボリハゼ Oligolepis 
acutipennis、クチサケハゼ Oligolepis stomias、
ヒ ナ ハ ゼ Redigobius bikolanus、 シ ジ ミ ハ ゼ

Bathygobius peterophilus、クロコハゼ Drombus 
sp.、ミナミヒメハゼ Favonigobius reichei、クロ

ホシマンジュウダイ Scatophagus argus）と、温

帯性魚類ではあるが、元々分布域が南偏している

2 種（チワラスボ Taenioides sp. B、クロホシヤハ

ズハゼ Bathygobius hongkongensis）について記

録し、それらの魚類の相模湾周辺地域での記録数

や定着状況、さらには本州から九州における黒潮

に沿った記録・定着状況について纏めることによ

り、暖水性魚類の全体的な北上傾向を推察した。

方 法

　採集調査は、2014 年 9 月 10 日から 2017 年 9
月 21 日にかけて、相模湾南西部に位置する静岡

県下田市の大浦湾と、相模湾内の 3 海岸（逗子海

岸、長沢海岸、北条海岸）、相模湾に流入する 13
河川（相模川、相模川水系小出川、田越川、松越

川水系竹川、川間川、毘沙門湾流入河川、汐入川、

小原川、洲宮川、藤原川、佐野川、巴川、長尾川）、

千葉県外房の 2 河川（加茂川、興津川）で行った

（Fig. 1）。
　調査は 1 ～ 3 名で、手網（口径 350 mm）を用

いて行った。採集された魚類は原則として神奈川

県立生命の星・地球博物館に持ち帰り、10 % ホ

ルマリン水溶液で固定し、後日 70 % エタノール

水溶液に置換した後、各部の計測や計数、同定を

行った。すべての標本は、同博物館の魚類資料

（KPM-NI）として登録保管されている。この他、

同博物館に収蔵されている相模湾周辺地域で採

集された標本や写真資料（KPM-NR）についても

適宜調査した。なお、同博物館における魚類の標

本番号は、電子台帳上はゼロが付加された 7 桁の

数字が使われているが、ここでは標本番号として

本質的な有効数字で表した。

　各部の計測および計数は中坊・中山（2013）に

したがった。計測はノギスを用いて 10 分の 1 mm
の精度で行い、サイズは標準体長で表した。同定

は中坊編（2013）にしたがったが、テンジクカワ

アナゴとクチサケハゼの同定には、前田（2014）
と瀬能ほか（2007）も用いた。また、本稿で使用

した各種の標準和名および学名と科の配列は、原

則として中坊編（2013）にしたがったが、ミナミ
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サルハゼの学名は Pezold & Larson（2015）にし

たがった。ハゼ亜目の頭部感覚器官の名称につい

ては明仁ほか（2013）にしたがった。

　加えて、各種魚類の相模湾周辺地域における経

年的な記録数の増減や定着状況について検討す

るため、相模湾周辺地域の魚類に関する文献の調

査も行った。これらの文献と採集調査および標

本・写真資料調査の結果に基づき、当該地域にお

ける各種の年代別記録地点数を Table 1 に纏めた。

また、再生産および定着の可能性が高い地点数に

ついても、Table 1 中に示した。採集年代区分の

不明な文献は Table 1 の作成からは除外し、同年

代区分に同地点で記録されたものは 1 地点として

数えた。

　さらに、各種の黒潮沿岸地域における記録地点

および定着地点の動向について評価するため、本

州から九州にかけての黒潮沿岸地域の魚類に関

する文献を調査した。これらの文献と採集調査お

よび標本・写真資料調査の結果を統合して、黒潮

沿岸各地域における各種の年代別記録・定着状況

を Table 2 に纏めた。Table 2 における黒潮沿岸各

地域の区分は以下のように分けた；I：九州南岸

（鹿児島県本土、宮崎県、大分県太平洋側）、II：
四国南岸（愛媛県太平洋側、高知県、徳島県太平

洋側）、III：紀伊半島（和歌山県、三重県）、IV：

愛知県から静岡県の狩野川まで（ただし、狩野川

は含まない）、V：相模湾周辺地域。採集年代区

分の不明な文献は、Table 2の作成からは除外した。

　なお、本稿における相模湾の定義は Senou et al. 
(2006) に従った。
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Figure 1. Sampling sites ( ● ) in Sagami Bay and adjacent waters in this research. 1, Oura Bay; 2, Sagami-gawa River; 3, Koide-gawa 
River, Sagami-gawa River System; 4, Zushi Beach; 5, Tagoe-gawa River; 6, Take-gawa River, Matsugoe-gawa River System; 7, 
Kawama-gawa River; 8, A river flowing into Bishamon Bay; 9, Nagasawa Beach; 10, Hojo Beach; 11, Shioiri-gawa River; 12, 
Kobara-gawa River; 13, Sunomiya-gawa River; 14, Fujiwara-gawa River; 15, Sano-gawa River; 16, Tomoe-gawa River; 17, Nagao-
gawa River; 18, Kamo-gawa River; 19, Okitsu-gawa River.
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フエダイ科 Family Lutjanidae

ゴマフエダイ

Lutjanus argentimaculatus (Forsskål, 1775)
（Fig. 2-A）

　 材 料：KPM-NI 44880、1 個 体、16.8 mm SL、
川間川河口域、神奈川県横須賀市長井、2016 年

8 月 31 日、三井翔太・山川宇宙採集；KPM-NI 
44881、1 個体、24.2 mm SL、小原川下流域、千

葉県館山市布沼、2016 年 9 月 15 日、山川宇宙・

三井翔太採集；KPM-NI 44882、1 個体、37.4 mm 
SL、巴川下流域、千葉県館山市相浜、2016 年 9
月 22 日、山川宇宙採集；KPM-NI 44883、1 個

体、22.9 mm SL、洲宮川河口域、千葉県館山市

洲宮、2016 年 9 月 22 日、山川宇宙採集；KPM-
NI 44884、1 個体、18.7 mm SL、藤原川河口域、

千葉県館山市藤原、2016 年 9 月 27 日、山川宇宙

採集；KPM-NI 44885 ～ 44886、2 個体、32.0 ～

52.3 mm SL、洲宮川河口域、千葉県館山市洲宮、

2016 年 9 月 27 日、山川宇宙採集。

　KPM-NI 44880（1 個体）は川間川の河口の砂

底で採集された。塩濃度は 33 ‰であり、河川水

の影響をほとんど受けていなかった。KPM-NI 
44881（1 個体）は小原川の布沼橋下流左岸で、

KPM-NI 44882（1 個体）は巴川の富崎橋下流右

岸で、KPM-NI 44883、44885 ～ 44886（3 個体）

は洲宮川河口域で、KPM-NI 44884（1 個体）は

藤原川河口域左岸で、いずれも河岸の植物際から

採集された。

　本種は国内では岩手県、千葉県から九州南岸の

太平洋側沿岸、山口県、長崎県、屋久島、琉球

列島から記録されている（蒲原 , 1954; Kamohara, 
1964; 中村 , 1979; 瀬能・北村 , 1982; 長峯 , 1985; 
石原ほか , 1986; 福田・御前 , 1992; Iwatsuki et al., 
1992; 玉田 , 1999; 平嶋・中谷 , 2001; Sakai et al., 
2001; 新野 , 2004; Goto, 2006; 荒尾ほか , 2008; 本
村 , 2008; Motomura et al., 2010; 神田 , 2011; 河野

ほか , 2011a; 深川 , 2012; 平嶋・中谷 , 2012; 立川・

宮島 , 2012; 島田 , 2013a; 吉郷 , 2014; 辻 , 2015; 後
藤ほか , 2016; 山川・瀬能 , 2016; 三井 , 2018（投

稿中）; 国土交通省水情報国土データ管理セン

ター , online a）。相模湾周辺地域では、千葉県の

長尾川、神奈川県の前田川、下山川、大磯港、

酒匂川から記録がある（長峯 , 1985; 石原ほか , 
1986; 山川・瀬能 , 2016; 三井 , 2018（投稿中））。

今回の記録は、千葉県では 2 ～ 5 地点目、神奈川

県では 5 地点目の記録となる。

ナミフエダイ

Lutjanus rivulatus (Cuvier, 1828)
(Fig. 2-B) 

　材料：KPM-NI 44887、1 個体、33.5 mm SL、大

-1980 1981-1990 1991-2000 2001-2010 2011-2017
Lutjanus argentimaculatus - 2 - - 9
Lutjanus rivulatus - 1 - - 1
Lutjanus fulvus 3 1 1 - 3
Plectorhinchus gibbosus - - 1 - 4
Kuhlia marginata 3 3 3 10 5
Eleotris fusca - - - 2 10
Ophieleotris  sp. 1 - - - - 2
Taenioides  sp. B - - 1 - 3 (1)
Oxyurichthys lonchotus - - - - 2
Callogobius tanegasimae - - - 4 (2) 2 (1)
Oligolepis acutipennis 1 - - 1 1
Oligolepis stomias - - - 1 1
Redigobius bikolanus 1 4 (3) 5 16 (3) 7 (1)
Bathygobius peterophilus 4 - - 1 5
Bathygobius hongkongensis - - 2 2 6
Drombus  sp. - - - 2 (1) 2
Favonigobius reichei - - - 1 2
Scatophagus argus - - 1 10 8
Total number of recorded species 5 5 7 11 18
Total number of settling species - 1 - 3 3

Table 1. Numbers of stations where each 18 fish species were recorded in Sagami Bay and adjacent waters in each period. Each period 
shows collecting year of each fish, not publication year. Numbers in parenthesis describe numbers of stations where each fish would 
reproduct and settle. 
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浦湾、静岡県下田市 5 丁目、2017 年 7 月 12 日、

山川宇宙・黒澤伸吾採集。

　採集された個体は、鋤骨歯帯の中央部が後方へ

突出しないこと、体側に顕著な縦帯がないこと、

尾柄部に顕著な暗色または白色斑がないこと、体

側上後半部の側線上に 1 白色斑があることから、

島田（2013a）にしたがい、ナミフエダイと同定

した。

　この個体は筑波大学下田臨海実験センターの

前の鍋田浜で採集されたものである。底質は砂質

で、水温は 24.1 °C であった。

　本種は国内では小笠原諸島、神奈川県から宮

崎県の太平洋側沿岸、屋久島、沖縄諸島以南の

琉球列島から記録されている（蒲原 , 1954; 工藤・

岡部 , 1991; 佐藤 , 1991; Iwatsuki et al., 1992; 平田

ほか , 1996; Sakai et al., 2001; 後藤 , 2003; 京都大

学フィールド科学教育研究センター 瀬戸臨海実

験所 , 2004; 亀田ほか , 2005; Motomura et al., 2010; 
島田 , 2013a; 吉郷 , 2014）。相模湾周辺地域では、

神奈川県の三浦半島南西部の沿岸域から記録が

あるが（工藤・岡部 , 1991）、伊豆半島からの記

録はなく、今回の記録が伊豆半島初記録になる。

オキフエダイ

Lutjanus fulvus (Forster, 1801)
(Fig. 2-C)

　材料：KPM-NI 44888、1 個体、23.7 mm SL、逗

子海岸、神奈川県逗子市新宿、2016 年 9 月 12 日、

山川宇宙採集；KPM-NI 45258、1 個体、22.9 mm 
SL、大浦湾、静岡県下田市 5 丁目、2017 年 9 月

21 日、山川宇宙・浅井　仁採集。

　KPM-NI 44888（1 個体）は田越川河口の北側

に位置する逗子海岸で、KPM-NI 45258（1 個体）

は筑波大学下田臨海実験センターの前の鍋田浜

で、いずれも流れ藻の下から採集された。両地点

とも底質は砂質であった。

　本種は国内では八丈島、小笠原諸島、硫黄島、

神奈川県から宮崎県の太平洋側沿岸、屋久島、

琉球列島、南大東島から記録されている（黒田 , 
1921; 宇井 , 1924; 蒲原 , 1954; Kamohara, 1964; 工
藤・岡部 , 1991; 佐藤 , 1991; 福田・御前 , 1992; 
Iwatsuki et al., 1992; 玉田 , 1993; 東京都水産試験

場 , 1994; 瀬能ほか , 1997; 鈴木・片岡 , 1997; 御前 , 
2001; Sakai et al., 2001; Senou et al., 2002; Motomura 
et al., 2010; 神田 , 2011; 武内ほか , 2011; 平嶋・中

谷 , 2012; 立川・宮島 , 2012; 島田 , 2013a; 吉郷 , 

Table 2. The trends of each 18 fish species’ record and settlement in each area along the Kuroshio Current in each period. Each period 
shows collecting year of each fish, not publication year. 

I II III IV V I II III IV V I II III IV V I II III IV V I II III IV V
Lutjanus argentimaculatus ○ ○ ○ - - ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○

Lutjanus rivulatus - ○ - - - ○ - - - ○ - - - - - - ○ - ○ - - - - - ○

Lutjanus fulvus - ○ ○ ○ ○ ○ - - - ○ ○ - ○ - ○ ○ - ○ - - - ○ - - ○

Plectorhinchus gibbosus - - - - - - - - - - - - ○ - ○ ○ ○ ○ - - - - - - ○

Kuhlia marginata - - ○ - ○ - - - - ○ - ○ - - ○ - - ○ ○ ○ - - ○ - ○

Eleotris fusca - - - - - - - - - - - - - ○ - - ○ ○ ○ ○ ○ ○ - - ○

Ophieleotris  sp. 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - ○ - - - - - ○

Taenioides  sp. B - ○ ○ ○ - - - - ○ - - - - - ○ ○ ○ ○ ● - - ○ - - ●

Oxyurichthys lonchotus - - - - - - - - - - - - - - - - - ○ ○ - - - - - ○

Callogobius tanegasimae - ○ ○ - - - - ○ - - - ○ ● ○ - ○ ○ ● ○ ● - ○ - - ●

Oligolepis acutipennis - - ○ - ○ - - - - - - - ○ - - ○ - ○ ○ ○ ○ - - - ○

Oligolepis stomias - - - - - ○ - - - - - - - - - ○ - - ○ ○ ○ - - - ○

Redigobius bikolanus ○ ● ● - ○ - - ● ● ● ○ ○ ○ - ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ● - - ●

Bathygobius peterophilus - - ○ - ○ - - - - - - - - - - - - - - ○ - - - - ○

Bathygobius hongkongensis - - - - - - - - - - - - - ○ ○ - ○ - - ○ - - - - ○

Drombus  sp. - - ○ - - - - - - - - - ● ○ - ○ ○ ● - ● - - ○ - ○

Favonigobius reichei - - - - - - - - - - - - - - - ○ ○ - - ○ - - ○ - ○

Scatophagus argus ○ ○ ○ - - - ○ - - - - ○ - - ○ - ● - ○ ○ - ○ ○ - ○

Total number of recorded species 3 7 10 2 5 4 2 3 2 5 3 5 7 5 7 10 11 11 12 11 5 7 5 1 18
Total number of settling species - 1 1 - - - - 1 1 1 - - 2 - - - 2 2 1 3 - 1 - - 3

-1980 1981-1990 1991-2000 2001-2010 2011-2017

I-V, Areas along the Kuroshio Current; I, south coast of Kyushu (mainland of Kagoshima Prefecture, Miyazaki Prefecture, Pacific 
Ocean coast of Oita Prefecture); II, south coast of Shikoku (Pacific Ocean coast of Ehime Prefecture, Kochi Prefecture, Pacific 
Ocean coast of Tokushima Prefecture); III, Kii Peninsula (Wakayama Prefecture, Mie Prefecture); IV, Areas from Aichi Prefec-
ture to Kano-gawa River in Shizuoka Prefecture (not include Kano-gawa River); V, Sagami Bay and adjacent waters (east of 
Kano-gawa River in Shizuoka Prefecture, Kanagawa Prefecture, mainland of Tokyo Metropolis, Chiba Prefecture). － , no record 
of specimens, pictures and literatures; ○ , collection record; ● , reproduct and settle.
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2014; 山川・瀬能 , 2016）。相模湾周辺地域では、

神奈川県の三浦半島南西部沿岸、森戸川（葉山

町）、静岡県伊東市の唐人川と、かつて当河川に

隣接して存在した浄の池および千葉殉事氏が所

有していた池から記録があり（黒田 , 1921; 工藤・

岡部 , 1991; 山川・瀬能 , 2016）、また、静岡県伊

豆半島の沼津市大瀬崎では水中写真が撮影され

ている（瀬能ほか , 1997）。今回の記録は、神奈

川県では 3 地点目、伊豆半島では 5 地点目の記録

となる。
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Figure 2. A, Lutjanus argentimaculatus, KPM-NI 44886, 52.3 mm SL, Sunomiya-gawa River, Chiba Prefecture; B, Lutjanus 
rivulatus, KPM-NI 44887, 33.5 mm SL, Ooura Bay, Shizuoka Prefecture; C, Lutjanus fulvus, KPM-NI 44888, 23.7 mm SL, Zushi 
Beach, Kanagawa Prefecture; D, Plectorhinchus gibbosus, KPM-NI 44890, 36.8 mm SL, Zushi Beach, Kanagawa Prefecture; E, 
Kuhlia marginata, KPM-NI 44896, 43.5 mm SL, Nagao-gawa River, Chiba Prefecture; F, Eleotris fusca, KPM-NI 44902, 20.9 
mm SL, Fujiwara-gawa River, Chiba Prefecture; G, Ophieleotris sp. 1, KPM-NI 44903, 41.6 mm SL, Nagao-gawa River, Chiba 
Prefecture; H, Taenioides sp. B, KPM-NI 45239, 230.7 mm SL, Kamo-gawa River, Chiba Prefecture; I, Oxyurichthys lonchotus, 
KPM-NI 45240, 52.8 mm SL, Kamo-gawa River, Chiba Prefecture; J, Callogobius tanegasimae, KPM-NI 44906, 63.5 mm SL, 
Shioiri-gawa River, Chiba Prefecture. All pictures were taken by H. Senou.
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イサキ科 Family Haemulidae

クロコショウダイ

Plectorhinchus gibbosus (Lacepède, 1802)
（Fig. 2-D）

　材料：KPM-NI 44889、1 個体、17.3 mm SL、田

越川河口域、神奈川県逗子市桜山、2016 年 9 月

17 日、山川宇宙・三井翔太・酒井卓採集；KPM-
NI 44890 ～ 44891、2 個体、19.9 ～ 36.8 mm SL、
逗子海岸、神奈川県逗子市新宿、2016 年 9 月 17 日、

山川宇宙・酒井卓採集。

　KPM-NI 44890（1 個体）は、下顎腹面にひげ

がないこと、背鰭起部に前向棘がないこと、下顎

正中線に縦長の溝がないこと、眼の下縁は吻端

より上方に位置すること、尾鰭の斑紋はほぼ一

様であり、生時は尾鰭後半部が透明であったこ

と、背鰭棘数は 14 であることから、島田（2013b）
のクロコショウダイの標徴とよく一致した。ま

た、KPM-NI 44889、44891（2 個体）は、眼の下

縁は吻端より下方に位置していたが、他の標徴は

KPM-NI 44890 と同じであったため、クロコショ

ウダイと同定した。

　KPM-NI 44889（1 個体）は田越川の渚橋下流

左岸の堤防際で採集された。同地点にはアマモが

生育していた。KPM-NI 44890 ～ 44891（2 個体）

は田越川河口の北側に位置する逗子海岸の砂底

で採集された。採集時は満潮の時間帯であり、塩

濃度は 34 ‰、水温は 27.1 °C であった。

　本種は国内では八丈島、千葉県から鹿児島県

の太平洋側沿岸、種子島、屋久島、琉球列島

から記録されている（石川 , 1997; 鈴木・片岡 , 
1997; Sakai et al., 2001; Senou et al., 2002; 亀田ほか , 
2005; 松沼ほか , 2009; 千葉県 , 2010; 御前 , 2010; 
Motomura et al., 2010; 畑ほか , 2012; 島田 , 2013b; 
吉郷 , 2014; 山川ほか , 2017）。相模湾周辺地域で

は、千葉県の夷隅川、静岡県伊豆半島の大浦湾

で記録がある（石川 , 1997; 千葉県 , 2010; 山川ほ

か , 2017）。また、神奈川県平塚市の平塚新港で

は幼魚の水中写真が撮影されている（山川ほか , 
2017）。今回の神奈川県の田越川および逗子海岸

からの記録は、標本に基づく記録としては神奈川

県初記録となる。

ユゴイ科 Family Kuhliidae

ユゴイ

Kuhlia marginata (Cuvier, 1829)
（Fig. 2-E）

　材料：KPM-NI 44892、1 個体、24.1 mm SL、小

原川下流域、千葉県館山市布沼、2016 年 9 月 15 日、

山川宇宙・三井翔太採集；KPM-NI 44893、1 個

体、25.6 mm SL、洲宮川河口域、千葉県館山市洲

宮、2016 年 9 月 22 日、山川宇宙採集；KPM-NI 
44894 ～ 44895、2 個体、24.1 ～ 31.5 mm SL、洲

宮川河口域、千葉県館山市洲宮、2016 年 9 月 27 日、

山川宇宙採集；KPM-NI 44896 ～ 44897、2 個体、

41.3 ～ 43.5 mm SL、長尾川下流域、千葉県南房

総市白浜町滝口、2016 年 10 月 30 日、丸山智朗・

加藤柊也採集；KPM-NI 44898、1 個体、20.5 mm 
SL、興津川下流域、千葉県勝浦市興津、2016 年

10 月 30 日、丸山智朗・加藤柊也採集。

　KPM-NI 44892（1 個体）は小原川の布沼橋下

流左岸で、KPM-NI 44893 ～ 44895（3 個体）は

洲宮川河口域で、いずれも植物際から採集され

た。同所では、前述のゴマフエダイも採集され

ている。KPM-NI 44896 ～ 44897（2 個体）は長

尾川の七島橋上流右岸の瀬で、KPM-NI 44898（1
個体）は興津川の JR 外房線行合川橋梁下流右岸

で採集された。

　本種は国内では茨城県から鹿児島県の太平洋

側沿岸、長崎県、大隅諸島、琉球列島から記録

されている（黒田 , 1921; 吉野ほか , 1975; 林・長

峯 , 1981; 瀬能・北村 , 1982; 金川 , 1985; 長峯 , 
1985; 金川 , 1988; 玉田 , 1993; 相模湾海洋生物研究

会 , 1995; 中野ほか , 1997; 茨城動物研究会 , 2001; 
神田 , 2001; Sakai et al., 2001; 板井ほか , 2004a; 新
野 , 2004; 遠藤 , 2006a; 勝呂ほか , 2006; 荒尾ほ

か , 2008; 萩原ほか , 2008; 株式会社環境アセスメ

ントセンター , 2009a, b, c; Motomura et al., 2010; 
Yonezawa et al., 2010; 北川 , 2011; 深川 , 2012; 平嶋・

中谷 , 2012; 静岡県 , 2012a, b; 立川・宮島 , 2012; 林・

萩原 , 2013; 神奈川県環境科学センター , 2014; 新
田ほか , 2014; 静岡県 , 2014a; 吉郷 , 2014; 国土交通

省近畿地方整備局 , 2015; 辻 , 2015; 鏑木 , 2016; 松
沼ほか , 2016; 山川・瀬能 , 2016; 池 , 2017）。相模

湾周辺地域では、千葉県の長尾川、神奈川県の浦

の川、前田川、下山川、田越川、滑川、境川、引

地川、相模川、金目川、早川、新崎川、静岡県伊

豆半島の烏川、伊東宮川、唐人川と浄の池（伊東

市）、大川川、河津川、稲生沢川、大賀茂川、大浜川、

青野川、五十鈴川、宇久須川支流不動尊川、八木

沢川、井田大川、古宇川、西浦河内川から記録が

ある（黒田 , 1921; 林・長峯 , 1981; 金川 , 1985; 長峯 , 
1985; 金川 , 1988; 相模湾海洋生物研究会 , 1995; 板
井ほか , 2004a; 勝呂ほか , 2006; 荒尾ほか , 2008; 
萩原ほか , 2008; 株式会社環境アセスメントセン

ター , 2009a, b, c; 北川 , 2011; 静岡県 , 2012a, b; 神
奈川県環境科学センター , 2014; 静岡県 , 2014a; 山
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川・瀬能 , 2016）。今回の記録は、千葉県で 2 ～ 5
地点目の記録となる。

カワアナゴ科 Family Eleotridae

テンジクカワアナゴ

Eleotris fusca (Forster, 1801)
（Fig. 2-F）

　 材 料：KPM-NI 37495、1 個 体、14.7 mm SL、
川間川下流域、神奈川県横須賀市長井、2014 年

9 月 28 日、山川宇宙採集；KPM-NI 37500、1 個

体、23.7 mm SL、松越川水系竹川下流域、神奈

川県横須賀市長坂、2014 年 9 月 10 日、山川宇宙

採集；KPM-NI 38073、1 個体、15.5 mm SL、相

模川水系小出川下流域、神奈川県茅ヶ崎市中島、

2014 年 10 月 4 日、山川宇宙・圷健人・丸山智朗

採集；KPM-NI 38091、1 個体、28.4 mm SL、毘

沙門湾流入河川下流域、神奈川県三浦市南下浦

町毘沙門、2014 年 10 月 19 日、山川宇宙・丸山

智朗採集；KPM-NI 38102、1 個体、37.2 mm SL、
相模川下流域、神奈川県平塚市四之宮、2015 年

1 月 4 日、山川宇宙採集；KPM-NI 38313、1 個体、

29.4 mm SL、川間川下流域、神奈川県横須賀市長

井、2014 年 9 月 14 日、山川宇宙・酒井卓・丸山

智朗採集；KPM-NI 44899 ～ 44900、2 個体、18.2
～ 22.7 mm SL、佐野川下流域、千葉県館山市佐

野、2016 年 10 月 29 日、丸山智朗・加藤柊也採集；

KPM-NI 44901 ～ 44902、2 個体、20.5 ～ 20.9 mm 
SL、藤原川下流域、千葉県館山市藤原、2016 年

10 月 29 日、丸山智朗・加藤柊也採集。

　KPM-NI 37495、38073 は、着底前の稚魚であっ

たが、それぞれ 14.7 mm SL、15.5 mm SL と体が

大きいこと、尾柄最後部の体側に黒色斑を有する

ことから、前田（2014）にしたがい、テンジクカ

ワアナゴと同定した。また、他の個体はいずれも

鰓蓋部の上下の孔器列が後方で接すること、頬の

横列孔器列数は 8 であること、頬の縦列孔器列 A
を横断する 2 本の横列孔器列の間に横列孔器列が

あることから、明仁ほか（2013）にしたがい、テ

ンジクカワアナゴと同定した。

　KPM-NI 37495、38313（2 個体）は川間川の矢

際橋上流で、KPM-NI 37500（1 個体）は松越川

水系竹川の大橋下流で、KPM-NI 38073（1 個体）

は相模川水系小出川の中島橋上流右岸で、KPM-
NI 38091（1 個体）は毘沙門湾の北西部に流入

する小河川の河口から約 50 m 上流で、KPM-NI 
38102（1 個体）は相模川の湘南銀河大橋上流右

岸で、KPM-NI 44899 ～ 44900（2 個体）は佐野川で、

KPM-NI 44901 ～ 44902（2 個体）は藤原川で採

集された。

　本種は国内では小笠原諸島、神奈川県、静岡

県、和歌山県、高知県、大分県、宮崎県、大隅

諸島、琉球列島から記録されている（吉野ほか , 
1975; Sakai et al., 2001; 板井ほか , 2004b; 遠藤 , 
2006b; 荒尾ほか , 2008; 株式会社環境アセスメン

トセンター , 2009a; Yonezawa et al., 2010; 神田 , 
2011; 平嶋・中谷 , 2012; 中谷ほか , 2012; 立川・

宮島 , 2012; 明仁ほか , 2013; 吉郷 , 2014; 山川・瀬

能 , 2015; 池 , 2017; 三井 , 2018（投稿中）; 国土交

通省水情報国土データ管理センター , online b）。
相模湾周辺地域では、神奈川県の前田川、下山川、

酒匂川、静岡県伊豆半島の河津川、八木沢川から

記録がある（板井ほか , 2004b; 株式会社環境アセ

スメントセンター , 2009a; 山川・瀬能 , 2015; 三井 , 
2018（投稿中））。今回の記録は、神奈川県では 4
～ 8 地点目の記録であり、千葉県では初記録なら

びに本種の東限記録となる。

タメトモハゼ

Ophieleotris sp. 1 of Akihito et al., 2013
（Fig. 2-G）

　材料：KPM-NI 44903、1 個体、41.6 mm SL、長

尾川下流域、千葉県南房総市白浜町滝口、2016
年 10 月 29 日、丸山智朗・加藤柊也採集。

　採集された個体は、口が小さく、眼の前縁を超

えないこと、前鰓蓋部に感覚管の開口 N’ O’が

あること、頭頂部の鱗は大きく、背鰭前方鱗は 12
枚であること、左眼窩上縁の鱗は 1 列 5 枚で、右

眼窩上縁の鱗は 1 列 6 枚であることから、明仁ほ

か（2013）にしたがい、タメトモハゼと同定した。

　この個体は長尾川の七島橋下流右岸の淵で採

集され、約 6 ヶ月間飼育された後、ホルマリン水

溶液で固定されたものである。採集時の体長は

24.8 mm であった。

　本種は国内では神奈川県、静岡県、種子島、

屋久島、琉球列島から記録されている（吉野

ほか , 1975; Sakai et al., 2001; 米沢・四宮 , 2002; 
Yonezawa et al., 2010; 北原ほか , 2012; 明仁ほか , 
2013; 吉郷 , 2014; 山川・瀬能 , 2016）。相模湾周

辺地域では、神奈川県の相模川から記録がある

（山川・瀬能 , 2016）。今回の記録は、千葉県初記

録ならびに本種の東限記録となる。

ハゼ科 Family Gobiidae

チワラスボ

Taenioides sp. B (sensu Kurita and Yoshino, 2012)
（Fig. 2-H）
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　材料：KPM-NI 28932、1 個体、165.1 mm SL、
湘南港、神奈川県藤沢市江の島、2011 年 8 月 20
日 採 集；KPM-NI 44904 ～ 44905、2 個 体、22.8
～ 26.9 mm SL、加茂川河口域、千葉県鴨川市前

原、2016 年 9 月 27 日、山川宇宙採集；KPM-NI 
45235 ～ 45239、5 個体、71.3 ～ 230.7 mm SL、加

茂川河口域、千葉県鴨川市前原、2017 年 8 月 4 日、

山川宇宙・三井翔太採集。

　採集された個体は、胸鰭上部に糸状の遊離軟条

はないこと、下顎下面に 3 対のヒゲがあること、

頭部に感覚器官列が並ぶ皮摺があることから、明

仁ほか（2013）のチワラスボの標徴とよく一致

した。なお、チワラスボには分類学的問題があ

り、Kurita & Yoshino（2012）は、従来の日本産

チワラスボは 4 種の隠蔽種を含むことを指摘して

いるが、ここでは明仁ほか（2013）にしたがい、

Taenioides sp. B とした。

　KPM-NI 28932（1 個体）は湘南港で釣獲され

たものである。また、KPM-NI 44904 ～ 44905、
45235 ～ 45239（7 個体）はいずれも加茂川の新

加茂川橋下左岸の軟泥底で採集された。

　本種は国内では東京都から鹿児島県の太平洋

側沿岸、山口県日本海側、有明海、八代海、瀬戸

内海、屋久島、奄美大島、沖縄島から記録されて

いる（Jordan & Snyder, 1901; Kamohara, 1964; 金川 , 
1985; 金川 , 1988; 浜口 , 1999; Sakai et al., 2001; 吉
郷ほか , 2001; 金川ほか , 2004; 新野 , 2004; 岩田・

細谷 , 2005; 遠藤 , 2006b; 三宅ほか , 2006; 鈴木ほ

か , 2006; 国土交通省四国地方整備局 那賀川河川

事務所 , 2008; 江木 , 2009; 井上・齋藤 , 2009; 国土

交通省九州地方整備局 川内川河川事務所 , 2009; 
平嶋ほか , 2010; 森口 , 2010; 武内ほか , 2010; 神田 , 
2011; 河野ほか , 2011a; 齋藤ほか , 2011; 武内ほか , 
2011; 国土交通省九州地方整備局 大隅河川国道事

務所 , 2012; 国土交通省四国地方整備局 香川河川

国道事務所 , 2012; Kurita & Yoshino, 2012; 中谷ほ

か , 2012; 立川・宮島 , 2012; 明仁ほか , 2013; 増田

ほか , 2013; Onikura et al., 2013; 東京都内湾漁業環

境整備会 , 2013; 地村 , 2015; Koyama et al., 2016; 
三浦ほか , 2017）。相模湾周辺地域では、東京都

の荒川、神奈川県の相模川から記録がある（浜口 , 
1999; 東京都内湾漁業環境整備会 , 2013）。今回の

記録は、神奈川県では 2 地点目の記録であり、千

葉県では初記録ならびに本種の東限記録となる。

ミナミサルハゼ

Oxyurichthys lonchotus (Jenkins, 1903)
（Fig. 2-I）

　 材 料：KPM-NI 45240 ～ 45241、2 個 体、34.4

～ 52.8 mm SL、加茂川河口域、千葉県鴨川市前原、

2017 年 8 月 4 日、山川宇宙・三井翔太採集。

　採集された個体は、眼上に細長い皮弁がないこ

と、第 1 背鰭前方側面に鱗がないこと、第 1 背鰭

は後半部が高くならないこと、体側に細い暗色横

帯が 6 本あること、鰓条部に黒色斑があることか

ら、明仁ほか（2013）にしたがい、ミナミサルハ

ゼと同定した。

　これらの個体は加茂川の新加茂川橋下左岸の

軟泥底で採集されたものである。

　本種は国内では小笠原諸島、神奈川県、静岡県、

三重県、和歌山県、大隅諸島、琉球列島から記録

されている（Sakai et al., 2001; 野元ほか , 2005; 森
口 , 2010; 明仁ほか , 2013; 吉郷 , 2014; 山川ほか , 
2017）。相模湾周辺地域では、神奈川県の田越川

から記録があり（山川ほか , 2017）、また、森口

（2010）によれば、詳細な地点は不明であるが、

千葉県でも本種が採集されているとのことであ

る。今回の記録は、標本に基づく記録としては千

葉県初記録であり、本種の東限記録となる。

タネハゼ

Callogobius tanegasimae (Snyder, 1908)
（Fig. 2-J）

　材料：KPM-NI 44906、1 個体、63.5 mm SL、汐

入川河口域、千葉県館山市北条、2016 年 9 月 15 日、

山川宇宙・三井翔太採集。

　採集された個体は、第 1 背鰭と第 2 背鰭が基底

部でつながること、腹鰭には膜蓋があり、腹鰭は

2 つに分かれないこと、尾鰭上方に暗色斑がない

こと、腹鰭後縁は丸いこと、尾鰭は長く、後縁は

尖ること、頭長は胸鰭長より明らかに短いこと、

第 2 背鰭は 1 棘 14 軟条であること、臀鰭は 1 棘

11 軟条であることから、明仁ほか（2013）にし

たがい、タネハゼと同定した。

　この個体は汐入川の汐入橋上流右岸のカキ礁

の中から採集されたものである。底質は泥質であ

り、塩濃度は 17 ‰、水温は 25.0 °C であった。

　本種は国内では神奈川県から鹿児島県の太平

洋側沿岸、熊本県、長崎県、五島列島、種子島、

屋久島、琉球列島から記録されている（Kamohara, 
1957, 1964; 明仁親王・目黒 , 1977; 今鷹 , 1979; 瀬
能・北村 , 1982; 玉田 , 1993; 水野ほか , 1999; 平
嶋 , 2000; 大阪府 , 2000; 平嶋・中谷 , 2001; Sakai 
et al., 2001; 碓井 , 2002; 吉郷・中村 , 2003; 板井ほ

か , 2004c; 石田ほか , 2005; 岩田・細谷 , 2005; 遠
藤 , 2006b; 三宅ほか , 2006; 向井 , 2006; 高濱ほか , 
2006; 荒尾ほか , 2008; 北原 , 2008a; 国土交通省

四国地方整備局 那賀川河川事務所 , 2008; 伊藤・
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ノボリハゼ

Oligolepis acutipennis (Valenciennes, 1837)
（Fig. 3-A）

　 材 料：KPM-NI 44907 ～ 44909、3 個 体、18.1
～ 26.4 mm SL、加茂川河口域、千葉県鴨川市前

原、2016 年 9 月 27 日、山川宇宙採集；KPM-NI 
45234、1 個体、20.3 mm SL、加茂川河口域、千

葉県鴨川市前原、2017 年 8 月 4 日、山川宇宙・

三井翔太採集。

　採集された個体は、鰓蓋上部に鱗がないこと、

尾鰭後縁は尖ること、口は小さく、その後端は、

眼の後縁をこえないこと、眼下の黒色帯は細く、

口角部にかかることから、明仁ほか（2013）のノ

ボリハゼの標徴とよく一致した。

森 , 2009; 株式会社環境アセスメントセンター , 
2009b, c; Motomura et al., 2010; 武内ほか , 2010; 神
田 , 2011; 武内ほか , 2011; 深川 , 2012; 平嶋・丸山 , 
2012; 平嶋・中谷 , 2012; 立川・宮島 , 2012; 明仁

ほか , 2013; Onikura et al., 2013; 静岡県 , 2014b; 吉
郷 , 2014; 辻 , 2015; 松沼ほか , 2016; 山川・瀬能 , 
2016; 岩坪・本村 , 2017）。相模湾周辺地域では、

神奈川県の田越川、境川、静岡県伊豆半島の稲

生沢川、青野川、那賀川、西浦河内川から記録

がある（板井ほか , 2004c; 荒尾ほか , 2008; 北原 , 
2008a; 伊藤・森 , 2009; 株式会社環境アセスメン

トセンター , 2009b, c; 静岡県 , 2014b; 山川・瀬能 , 
2016）。今回の記録は千葉県初記録であり、本種

の東限記録となる。

A
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D
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Figure 3. A, Oligolepis acutipennis, KPM-NI 44907, 26.0 mm SL, Kamo-gawa River, Chiba Prefecture; B, Oligolepis stomias, 
KPM-NI 44910, 37.6 mm SL, Kamo-gawa River, Chiba Prefecture; C, Redigobius bikolanus, KPM-NI 45242, 26.9 mm SL, Ka-
mo-gawa River, Chiba Prefecture; D, Bathygobius peterophilus, KPM-NI 45246, 37.9 mm SL, Ooura Bay, Shizuoka Prefecture; 
E, Bathygobius hongkongensis, KPM-NI 44917, 42.8 mm SL, Shioiri-gawa River, Chiba Prefecture; F, Drombus sp., KPM-NI 
44918, 42.4 mm SL, Shioiri-gawa River, Chiba Prefecture; G, Favonigobius reichei, KPM-NI 44633, 30.5 mm SL, Hojo Beach, 
Chiba Prefecture; H, Scatophagus argus, KPM-NI 44920, 32.2 mm SL, Sagami-gawa River, Kanagawa Prefecture. All pictures 
were taken by H. Senou.
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　これらの個体はいずれも加茂川の新加茂川橋

下左岸の軟泥底で採集された。同時に前述のチワ

ラスボが採集され、2016 年の調査時には後述の

クチサケハゼやクロホシマンジュウダイも採集

されている。

　本種は国内では千葉県から宮崎県の太平洋側

沿岸、福岡県、長崎県、熊本県、五島列島、種

子島、屋久島、琉球列島から記録されている（高

木 , 1950; 吉野ほか , 1975; 瀬能・北村 , 1982; 林ほ

か , 1988; 池 , 1990a; 玉田 , 1999; Sakai et al., 2001; 
板井ほか , 2004d; 中島ほか , 2004; 岩田・細谷 , 
2005; 遠藤 , 2006b; 北原 , 2008b; トンボと自然を

考える会 , 2008; 荒尾 , 2009; 株式会社環境アセス

メントセンター , 2009c; 浅香・鳥居 , 2010; 武内ほ

か , 2010; 神田 , 2011; 武内ほか , 2011; 明仁ほか , 
2013; 長崎市史編さん委員会 , 2013; Onikura et al., 
2013; 熊本県 , 2014; 吉郷 , 2014）。相模湾周辺地

域では、千葉県鴨川市太海、静岡県伊豆半島の

青野川から記録がある（高木 , 1950; 北原 , 2008b; 
株式会社環境アセスメントセンター , 2009c）。今

回の記録は、千葉県で 2 地点目の記録になると同

時に、太平洋側の北限を更新したことになる。

クチサケハゼ

Oligolepis stomias (Smith, 1941)
（Fig. 3-B）

　材料：KPM-NI 44910、1 個体、37.6 mm SL、加

茂川河口域、千葉県鴨川市前原、2016 年 9 月 27 日、

山川宇宙採集。

　採集された個体は、鰓蓋上部に鱗がないこと、

尾鰭後縁は尖ること、口は大きく、その後端は、

眼の後縁をこえること、眼下の黒色帯は太いこ

と、体側中央に 5 黒色縦斑が縦列することから、

明仁ほか（2013）と瀬能ほか（2007）にしたがい、

クチサケハゼと同定した。

　この個体は加茂川の新加茂川橋下左岸の軟泥

底で、前述のノボリハゼに混じって採集されたも

のである。

　本種は国内では小笠原諸島、静岡県、高知

県、大分県、宮崎県、鹿児島県、熊本県、種子

島、琉球列島から記録されている（池 , 1990a, b; 
渡辺 , 1999; Sakai et al., 2001; 岩田・細谷 , 2005; 
遠藤 , 2006b; 北原 , 2008b; トンボと自然を考える

会 , 2008; 株式会社環境アセスメントセンター , 
2009c; 武内ほか , 2010; 立川・宮島 , 2012; 明仁ほ

か , 2013; Onikura et al., 2013; 熊本県 , 2014; 吉郷 , 
2014; 国土交通省水情報国土データ管理センター , 
online c）。相模湾周辺地域では、静岡県伊豆半島

の青野川から記録がある（北原 , 2008b; 株式会社

環境アセスメントセンター , 2009c）。今回の記録

は、千葉県かつ関東地方における初記録であり、

本種の北限記録となる。

ヒナハゼ

Redigobius bikolanus (Herre, 1927)
（Fig. 3-C）

　 材 料：KPM-NI 45242 ～ 45244、3 個 体、25.0
～ 26.9 mm SL、加茂川河口域、千葉県鴨川市前原、

2017 年 8 月 4 日、山川宇宙・三井翔太採集。

　採集された個体は、頭部腹面にヒゲがないこ

と、尾鰭基部の上方に眼状斑がないこと、頬に鱗

がないこと、体側の第 1 背鰭下に明瞭な黒色横帯

がないことから、明仁ほか（2013）にしたがい、

ヒナハゼと同定した。

　これらの個体はいずれも加茂川の新加茂川橋下

左岸の軟泥底で、前述のチワラスボやミナミサル

ハゼ、ノボリハゼと同時に採集されたものである。

　本種は国内では東京湾から鹿児島県の太平洋

側沿岸、福井県から山口県の日本海側沿岸、隠岐

諸島、対馬、五島列島、長崎県、熊本県、瀬戸

内海、種子島、屋久島、琉球列島から記録され

ている（黒田 , 1952; Kamohara, 1964; 橋本 , 1965; 
宮地ほか , 1969; 明仁親王・目黒 , 1975; 吉野ほか , 
1975; 落合ほか , 1980; 金川 , 1985; 林ほか , 1987; 
金川 , 1988; 池 , 1990a; 鈴木・鄭 , 1996; 山下ほか , 
1997; 萩原・齋藤 , 1999; 平嶋・中谷 , 2001; Sakai 
et al., 2001; 吉郷 , 2001; 吉郷ほか , 2001; 荒山ほ

か , 2002; 長崎県 , 2002; 吉郷・中村 , 2003; 荒尾・

藍澤 , 2004; 板井ほか , 2004e; 樋口ほか , 2005; 岩
田・細谷 , 2005; 布部 , 2005; 遠藤 , 2006b; 熊本県 , 
2006; 三宅ほか , 2006; 長野ほか , 2006; 勝呂ほか , 
2006; 荒尾ほか , 2007; 村瀬ほか , 2007; 萩原ほか , 
2008; 株式会社環境アセスメントセンター , 2008; 
北原 , 2008a; 国土交通省四国地方整備局 那賀川河

川事務所 , 2008; 京丹後市 , 2008; 宮崎 , 2008; 荒尾 , 
2009; 株式会社環境アセスメントセンター , 2009a, 
b, c; 茂木ほか , 2009; 横浜市環境科学研究所 , 
2009; 株式会社環境アセスメントセンター , 2010; 
加藤 , 2010; Motomura et al., 2010; 吉郷 , 2010; 荒
尾・田原 , 2011; 千葉市 , 2011; 神田 , 2011; 河野ほ

か , 2011a, b; 河野ほか , 2011; 工藤 , 2011; 武内ほ

か , 2011; 藤沢市 , 2012; 立川・宮島 , 2012; 明仁ほ

か , 2013; Onikura et al., 2013; 熊本県 , 2014; 村瀬

ほか , 2014; 静岡県 , 2014b; 吉郷 , 2014; 宮崎県 , 
2015; 東京都 , 2015; 辻 , 2015; 学生部 , 2016; 河田 , 
2016; 松沼ほか , 2016; 村井ほか , 2016; 東京都 , 
2016; 横浜市環境科学研究所 , 2016; 学生部 , 2017; 
岩坪・本村 , 2017; 環境省 , 公表年不明）。相模湾
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面に横列孔器列があることから、明仁ほか（2013）
のシジミハゼの標徴とよく一致した。

　KPM-NI 44629、44911 ～ 44916（7 個体）は田

越川河口の北側に位置する逗子海岸で、KPM-NI 
44630（1 個体）は北下浦漁港の北東側に位置す

る長沢海岸で、KPM-NI 45245 ～ 45247（3 個体）

は筑波大学下田臨海実験センターの前の鍋田浜

で、KPM-NI 45255～ 45256（2個体）は北条海岸で、

いずれも波打ち際に堆積した海藻片やアマモ片、

木の枝などの中から採集された。4 地点とも底質

は砂質であった。

　本種は国内では千葉県、神奈川県、静岡県、和

歌山県、奄美大島、沖縄島、西表島から記録され

ている（Tomiyama, 1936; 高木 , 1950; 明仁親王・

目黒 , 1980; 林ほか , 1990; 工藤・山田 , 2005; 明仁

ほか , 2013）。また、八丈島では水中写真（KPM-
NR 159293）が撮影されている。相模湾周辺地域

では、千葉県の天津小湊、神奈川県の塩浜（現在

の神奈川県川崎市川崎区塩浜）、森戸海岸、平塚

市須賀、静岡県伊豆半島の沼津市静浦から記録が

あり（Tomiyama, 1936; 高木 , 1950; 明仁親王・目

黒 , 1980; 工藤・山田 , 2005）、また、神奈川県三

浦市の城ヶ島で水中写真（KPM-NR 185211A）が

撮影されている。今回の記録は、千葉県では 2 地

点目、神奈川県では 5 ～ 6 地点目、静岡県では 2
地点目の記録となる。

クロホシヤハズハゼ

Bathygobius hongkongensis Lam, 1986
（Fig. 3-E）

　材料：KPM-NI 44917、1 個体、42.8 mm SL、汐

入川河口域、千葉県館山市北条、2016 年 9 月 15 日、

山川宇宙・三井翔太採集。

　採集された個体は、左胸鰭最上遊離鰭条は 2 分

岐であったが、前鼻管に皮弁があること、感覚管

の開孔 H’と K’は合わさり HK1 個になること、

両眼間隔域に感覚管開孔 C(S) があること、体側の

鱗はすべて櫛鱗であること、鰓蓋上部に鱗がない

こと、第 2 背鰭に小黒点があること、右胸鰭最上

遊離鰭条は 3 分岐であることから、明仁ほか（2013）
のクロホシヤハズハゼの標徴とおおむね一致した。

　この個体は汐入川の汐入橋上流右岸のカキ礁

の中から採集されたものである。

　本種は国内では小笠原諸島、神奈川県から大隅

諸島の太平洋側沿岸、淡路島、長崎県、琉球列島

から記録されている（瀬能ほか , 1997; 吉郷・中

村 , 2002; 野川ほか , 2003; 吉郷・中村 , 2003; 遠藤 , 
2006b; 三宅ほか , 2006; 荒尾ほか , 2008; Motomura 
et al., 2010; 明仁ほか , 2013; 木村ほか , 2014; 山川・

周辺地域では、千葉県の北条海岸、館山市内の河

川、浜野川、東京都の荒川水系隅田川、高浜運河、

東京海洋大学品川キャンパス内の係船場、大森ふ

るさとの浜辺公園、京浜島、羽田空港北東部の砂

浜海岸、多摩川水系海老取川、多摩川、神奈川県

の鶴見川、横浜市神奈川区子安地先（入江川派

流）、大岡川、侍従川、森戸川（葉山町）、田越川、

境川、引地川水系、相模川、酒匂川、静岡県伊豆

半島の伊東大川、河津川、稲生沢川、大賀茂川、

青野川、那賀川、宇久須川支流不動尊川、島郷川、

狩野川から記録がある（黒田 , 1952; 橋本 , 1965; 
明仁親王・目黒 , 1975; 金川 , 1985; 金川 , 1988; 萩
原・齋藤 , 1999; 荒山ほか , 2002; 板井ほか , 2004e; 
樋口ほか , 2005; 勝呂ほか , 2006; 村瀬ほか , 2007; 
萩原ほか , 2008; 株式会社環境アセスメントセン

ター , 2008; 北原 , 2008a; 宮崎 , 2008; 株式会社環

境アセスメントセンター , 2009a, b, c; 茂木ほか , 
2009; 横浜市環境科学研究所 , 2009; 株式会社環境

アセスメントセンター , 2010; 加藤 , 2010; 千葉市 , 
2011; 河野ほか , 2011; 工藤 , 2011; 藤沢市 , 2012; 
村瀬ほか , 2014; 静岡県 , 2014b; 東京都 , 2015; 学
生部 , 2016; 村井ほか , 2016; 東京都 , 2016; 横浜市

環境科学研究所 , 2016; 学生部 , 2017; 環境省 , 公
表年不明）。今回の記録は、千葉県外房からの初

記録になると同時に、本種の東限記録となる。

シジミハゼ

Bathygobius peterophilus (Bleeker, 1853)
（Fig. 3-D）

　 材 料：KPM-NI 44629、1 個 体、37.8 mm SL、
逗子海岸、神奈川県逗子市新宿、2016 年 9 月 17
日、三井翔太・山川宇宙・酒井卓採集；KPM-NI 
44630、1 個体、12.0 mm SL、長沢海岸、神奈川

県横須賀市長沢、2017 年 7 月 12 日、三井翔太採

集；KPM-NI 44911 ～ 44916、6 個体、23.2 ～ 37.6 
mm SL、逗子海岸、神奈川県逗子市新宿、2016
年 9 月 12 日、山川宇宙採集；KPM-NI 45245 ～

45246、2 個体、37.9 ～ 38.1 mm SL、大浦湾、静

岡県下田市 5 丁目、2017 年 8 月 18 日、山川宇宙

採集：KPM-NI 45247、1 個体、42.7 mm SL、大浦湾、

静岡県下田市 5 丁目、2017 年 9 月 7 日、山川宇

宙 採 集；KPM-NI 45255、1 個 体、36.0 mm SL、
北条海岸、千葉県館山市北条、2017 年 9 月 11 日、

三井翔太採集；KPM-NI 45256、1 個体、35.0 mm 
SL、北条海岸、千葉県館山市北条、2017 年 8 月

22 日、渡井幹夫採集。

　採集された個体は、前鼻管に皮弁がないこと、

感覚管の開孔 H’と K’が互いに離れること、両

眼間隔域の感覚管開孔 C(S) がないこと、頭部背
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瀬能 , 2016; 岩坪・本村 , 2017）。相模湾周辺地域

では、神奈川県の川間川水系武川、前田川、田

越川、境川、前川海岸、静岡県伊豆半島の陰野

川から記録があり（荒尾ほか , 2008; 山川・瀬能 , 
2016）、また、神奈川県小田原市の早川ビーチ、

伊豆半島の伊東市川奈と富戸、沼津市大瀬崎で

は水中写真が撮影されている（瀬能ほか , 1997; 
KPM-NR 39453, 88113, 152748 ～ 152749）。今回

の記録は、千葉県初記録であり、東限記録となる。

クロコハゼ

Drombus sp. of Akihito et al., 2013
（Fig. 3-F）

　材料：KPM-NI 44918、1 個体、42.4 mm SL、汐

入川河口域、千葉県館山市北条、2016 年 9 月 15 日、

山川宇宙・三井翔太採集。

　採集された個体は、尾鰭基底中央にやや不明瞭

な黒色斑があること、頭部背面の鱗は鰓蓋上方に

達しないこと、胸鰭基底に鱗はないこと、横列鱗

数は 12 枚であることから、明仁ほか（2013）に

したがい、クロコハゼと同定した。

　この個体は汐入川の汐入橋上流右岸のカキ礁

の中から、前述のタネハゼやクロホシヤハズハゼ

と同時に採集されたものである。

　本種は国内では神奈川県、静岡県、三重県、和

歌山県、高知県、大分県、宮崎県、鹿児島県、長

崎県、五島列島、種子島、屋久島、琉球列島か

ら記録されている（瀬能・北村 , 1982; 池 , 1990a; 
玉田 , 1993; 大迫 , 1997; 平嶋 , 2000; 平嶋・中谷 , 
2001; Sakai et al., 2001; 吉郷・中村 , 2003; 板井ほか , 
2004f; 岩田・細谷 , 2005; 遠藤 , 2006b; 三宅ほか , 
2006; 荒尾 , 2008; 荒尾ほか , 2008; 北原 , 2008a; 荒
尾 , 2009; 株式会社環境アセスメントセンター , 
2009c; Motomura et al., 2010; 神田 , 2011; 武内ほか , 
2011; 深川 , 2012; 平嶋・丸山 , 2012; 平嶋・中谷 , 
2012; 立川・宮島 , 2012; 明仁ほか , 2013; Onikura 
et al., 2013; 山川・瀬能 , 2016; 深川 , 2017; 岩坪・

本村 , 2017）。相模湾周辺地域では、神奈川県の

田越川、静岡県伊豆半島の青野川、那賀川から

記録がある（板井ほか , 2004f; 荒尾ほか , 2008; 北
原 , 2008a; 株式会社環境アセスメントセンター , 
2009c; 山川・瀬能 , 2016）。今回の記録は、千葉

県初記録であり、東限記録となる。

ミナミヒメハゼ

Favonigobius reichei (Bleeker, 1849)
（Fig. 3-G）

　材料：KPM-NI 44631 ～ 44632、2 個体、24.7 ～

26.0 mm SL、北条海岸、千葉県館山市北条、2017
年 6 月 22 日、三井翔太採集；KPM-NI 44633、1
個体、30.5 mm SL、北条海岸、千葉県館山市北条、

2017 年 7 月 5 日、三井翔太採集。

　採集された個体は、第 2 背鰭と臀鰭の軟条数は

8 であること、頬の孔器は太い帯状となること、

左右の鰓蓋膜が癒合する位置は眼の後端を通る

垂線付近であることから、明仁ほか（2013）のミ

ナミヒメハゼの標徴とよく一致した。

　KPM-NI 44631 ～ 44633（3 個体）はいずれも

北条海岸の石積み堤防の際の砂底で採集された。

　本種は国内では神奈川県、静岡県、和歌山県、

高知県、大分県、宮崎県、鹿児島県、長崎県、種

子島、屋久島、琉球列島から記録されている（林

ほか , 1981; Sakai et al., 2001; 岩田・細谷 , 2005; 
遠藤 , 2006b; 北原 , 2008b; 株式会社環境アセスメ

ントセンター , 2009c; Motomura et al., 2010; 平嶋・

丸山 , 2012; 立川・宮島 , 2012; 明仁ほか , 2013; 
Onikura et al., 2013; 吉郷 , 2014; 山川・瀬能 , 2016; 
深川 , 2017; 岩坪・本村 , 2017; 国土交通省水情報

国土データ管理センター , online d）。相模湾周辺

地域では、神奈川県の田越川、静岡県伊豆半島

の青野川から記録がある（北原 , 2008b; 株式会社

環境アセスメントセンター , 2009c; 山川・瀬能 , 
2016）。今回の記録は、千葉県初記録であり、東

限記録となる。

クロホシマンジュウダイ科 Family Scatophagidae

クロホシマンジュウダイ

Scatophagus argus (Linnaeus, 1766)
（Fig. 3-H）

　材料：KPM-NI 44919、1 個体、11.4 mm SL、相

模川下流域、神奈川県平塚市四之宮、2016 年 9
月 6 日、山川宇宙採集；KPM-NI 44920 ～ 44921、
2 個体、21.2 ～ 32.2 mm SL、相模川下流域、神奈

川県平塚市四之宮、2016 年 9 月 10 日、山川宇宙

採集；KPM-NI 44922、1 個体、24.6 mm SL、加

茂川河口域、千葉県鴨川市前原、2016 年 9 月 27 日、

山川宇宙採集。

　KPM-NI 44919 ～ 44921（3 個体）はいずれも

相模川の湘南銀河大橋上流右岸にある抽水植物

帯で採集された。同地点の約 50 m 上流には相模

川流域下水道右岸処理場の温排水が流出してい

る。KPM-NI 44922（1 個体）は加茂川の新加茂

川橋下左岸で、前述のチワラスボやノボリハゼ、

クチサケハゼと同時に採集された。

　本種は国内では東京湾から鹿児島県の太平洋

側沿岸、秋田県から山口県の日本海側沿岸、長
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模湾側（木村ほか , 1997）、2003 年に静岡県（武

内ほか , 2010）、2004 年に東京湾で採集され（工

藤 , 2011）、2009 年には千葉県外房で撮影される

（KPM-NR 73842）など、記録地点が北進・東進

している傾向が見られる（Table 2）。さらに、加

藤ほか（2007）と片山ほか（2009）は、2000 年

代の採集結果から、本種が本来の産卵海域（琉球

列島以南）より北方の高知県沿岸域で再生産して

いる可能性を示唆している。この高知県での再生

産が示唆された年代と、相模湾周辺地域への北

進・東進および記録地点数の急増がみられた年代

がほぼ一致していることから、こうした産卵海域

の北上は、黒潮による卵・仔稚魚のより北方への

分散を促進し、上述のような記録地点の北進・東

進と北方地域での記録数の増加を引き起こす要

因の 1 つであると推測される。

　また、タネハゼ、クロコハゼ、ヒナハゼの熱帯

性ハゼ科魚類 3 種については、既に相模湾周辺地

域において定着したと考えられるが（板井ほか , 
2004f; 村瀬ほか , 2007; 北原 , 2008a、Table 1）、こ

れらの魚類の黒潮沿岸各地域における初記録・定

着地点の動向は以下のようになっている（Table 
2）；タネハゼは、紀伊半島においては 1979 年に

初記録され（今鷹 , 1979）、1999 ～ 2000 年には定

着した（平嶋 , 2000）。その後、板井ほか（2004c）
が静岡県における定着を示唆し、2007 年には神

奈川県で初記録および定着の可能性が示唆され

た（北原 , 2008a）。そして、今回の採集調査では、

神奈川県より東方に位置する千葉県で採集され

た（本報告）。クロコハゼは、瀬能・北村（1982）
が和歌山県初記録を報告した後、2000 年には当

該地域において繁殖の可能性が示唆された（平

嶋・中谷 , 2001; 平嶋・中谷 , 2012）。その後、板

井ほか（2004f）が静岡県における定着の可能性

を示唆し、2007 年には神奈川県（北原 , 2008a）、
2016 年には千葉県（本報告）で採集された。ヒ

ナハゼは、瀬能・北村（1982）が 1980 ～ 1981 年

に和歌山県で採集調査を行った際に、幼魚、成

魚ともに多数採集されており（141 個体、7.7 ～

34.6 mm TL）、当時から紀伊半島には定着してい

たと考えられる。その後、金川（1985）は伊豆半

島を含む静岡県での産卵・繁殖の可能性を示唆

し、2000 年代に入ると東京湾奥部においても定

着が示唆されていた（村瀬ほか , 2007）。さらに、

2001 年以降、東京湾奥部を含む相模湾周辺地域

において、記録地点数は急増し（Table 1）、今回

の採集調査では、従来の分布東限の東京湾より東

方に位置する千葉県外房で記録された（本報告）。

魚類の分散距離は仔魚の浮遊期間や着底後の遊

泳能力によっても異なると考えられるため、一概

崎県、有明海、瀬戸内海、屋久島、琉球列島か

ら記録されている（塩垣・道津 , 1973; 益田ほか , 
1975; 吉野ほか , 1975; 山崎 , 1976; 瀬能・北村 , 
1982; Matsuura & Arai, 1995; 平田ほか , 1996; 本間

ほか , 1997; 木村ほか , 1997; Sakai et al., 2001; 相
模川ふれあい科学館 , 2003; 新野 , 2004; 愛媛県 , 
2005; 町田・山川 , 2005; 加藤ほか , 2007; 秋田県

農林水産技術センター水産振興センター，2008; 
北原 , 2008b; 宮崎 , 2008; 株式会社環境アセスメ

ントセンター , 2009c; 片山ほか , 2009; 河野 , 2009; 
Motomura et al., 2010; 武内ほか , 2010; 辻ほか , 
2010; 神田 , 2011; 河野ほか , 2011a; 工藤 , 2011; 
工藤・山田 , 2011; 土井ほか , 2012; 平嶋・丸山 , 
2012; 平嶋・中谷 , 2012; 島田 , 2013c; 和田 , 2013; 
手賀ほか , 2014; 辻井・辻井 , 2014; 吉郷 , 2014; 米
田 , 2015; 松沼ほか , 2016; 山川・瀬能 , 2016; 岩坪・

本村 , 2017; 梅田・河野 , 2017; 三井 , 2018（投稿

中））。相模湾周辺地域では、東京都の東京海洋大

学品川キャンパス内の係船場、京浜島、神奈川県

の横浜市鶴見区末広町地先、横浜市神奈川区橋本

町、三浦半島油壷、下山川、滑川、神戸川、相模

川、大磯港、酒匂川、静岡県伊豆半島の青野川

から記録があり（木村ほか , 1997; 相模川ふれあ

い科学館 , 2003; 北原 , 2008b; 宮崎 , 2008; 株式会

社環境アセスメントセンター , 2009c; 河野 , 2009; 
工藤 , 2011; 工藤・山田 , 2011; 山川・瀬能 , 2016; 
梅田・河野 , 2017; 三井 , 2018（投稿中））、また、

千葉県の鴨川市小湊、船形漁港、神奈川県の茅ヶ

崎港、大磯港、大磯町大磯、真鶴町真鶴では水中

写真（KPM-NR 73026, 73842, 92478, 92750, 97265, 
152839）が撮影されている。今回の千葉県の加茂

川からの記録は、標本に基づく記録としては千葉

県初記録であり、本種の東限記録となる。神奈川

県の相模川からの記録は 3 例目となる。

総合考察

　本研究で採集された 18 種の暖水性魚類につい

て、各種の相模湾周辺地域における年代別記録地

点数（Table 1）をみると、多くの種は、1990 年

以前には記録されていなかったが、1991 年以降、

記録種数および定着種数が増え、各種の記録地点

数も増加傾向にあった。

　例えば、クロホシマンジュウダイは 1991 年以

降に相模湾周辺地域において初採集され、2001
年以降に記録地点数が急増している（Table 1）。
本種の黒潮沿岸地域における記録状況をみる

と、1970 年代に高知県で約 30 個体採集されて以

降（山崎 , 1976）、益田ほか（1975）が和歌山県

における初記録を報告し、1995 年に神奈川県相
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online d）、2007 年に静岡県（北原 , 2008b）、2009
～ 2010 年に宮崎県（Onikura et al., 2013）、2011
年に和歌山県（平嶋・丸山 , 2012）、2014 ～ 2015
年に神奈川県（山川・瀬能 , 2016）、2017 年に千

葉県（本報告）で記録された。これらの種の九州

以北における定着はまだ確認されていないが、特

に記録地点数の急増が見られるテンジクカワア

ナゴについては、その可能性も否定できない。

　ゴマフエダイとユゴイの 2 種の熱帯性魚類に

ついては、1990 年以前から相模湾周辺地域にお

いて記録されていたが、2001 年以降、記録地点

数が急増している（Table 1）。このうち、ゴマフ

エダイについても、瀬能・北村（1982）が和歌

山県で幼魚 6 個体を記録した後、1983 年に千葉

県（長峯 , 1985）、1985 年に神奈川県（石原ほか , 
1986）、1998 年に静岡県（荒尾ほか , 2008; 国土

交通省水情報国土管理センター , online a）で初採

集されるなど、記録地域の北上が見られる（Table 
2）。これも、本種の産卵海域の北上に関連する可

能性があり、今後、産卵海域の動向を注視してい

くことが望まれる。

　チワラスボとクロホシヤハズハゼの 2 種はそ

の分布域からして熱帯性魚類ではなく温帯性魚

類であるが、これらの種についても、1991 年以

降、元々分布域ではなかった相模湾周辺地域に

おける記録地点数が増加している（Table 1）。ク

ロホシヤハズハゼについては、新種記載された

のが 1986 年であり（Lam, 1986）、最近になって

分布域の精査が進んだために、記録地点数が増

加しただけの可能性もあるが、チワラスボにつ

いては、以下のように黒潮沿岸各地域における

記録・定着地点の北上傾向も見られる（Table 2）；
1972 年に愛知県（地村 , 2015）、1985 年に静岡県

（金川 , 1985）、1998 年に神奈川県（浜口 , 1999）、
2013 年に東京湾奥部（東京都内湾漁業環境整備

会 , 2013）で初めて採集され、金川ほか（2004）
は静岡県での定着は確実とした。また、今回の採

集調査では、千葉県外房の加茂川で採集され（本

報告）、本種の東限記録を更新するとともに、同

河川では 2016 年から 2017 年にかけて複数個体

採集されており、2017 年 8 月には 230.7 mm SL
の成魚と考えられる体長の個体（KPM-NI 45239）
も採集されたため、再生産・定着していると考え

られる。これは、温帯性魚類でも熱帯性魚類同様

の定着地点の北上とそれに伴う分布域の拡大が

あることを示唆するものである。近年では、本種

と同じように分布域が南偏した温帯性魚類であ

る、タイ科魚類キチヌ Acanthopagrus latus の中国

沿岸域に生息する個体群やハゼ科魚類ウロハゼ

Glossogobius olivaceus の北上、相模湾周辺地域に

には言えないが、前述のクロホシマンジュウダイ

だけではなく、これらの相模湾周辺地域に定着し

た 3 種の黒潮沿岸における初記録・定着地点の動

向からも、多くの熱帯性魚類は主な分布域である

琉球列島や台湾より北方の地域（紀伊半島や四国

南岸）に一度定着し、この定着地点を起点にして、

より北方の地域（静岡県や相模湾周辺地域）へと

分布域を拡大していることが強く示唆される。

　熱帯性カワアナゴ属魚類のテンジクカワアナ

ゴについても、クロホシマンジュウダイと同じ

く、近年、相模湾周辺地域で初めて採集され、記

録地点数の急増が見られる（Table 1）。また、ク

ロコショウダイ、タメトモハゼ、ミナミサルハゼ、

クチサケハゼ、ミナミヒメハゼの 5 種の熱帯性魚

類は、当該地域における記録地点数の急増は見ら

れないものの、すべて 1991 年以降に初めて採集

された種である（Table 1）。これら 6 種の熱帯性

魚類は、黒潮沿岸各地域においても近年初記録さ

れた種ばかりである（Table 2）。加えて、以下の

ように記録が徐々に北進・東進している傾向も

伺える；テンジクカワアナゴは 1998 年に静岡県

（荒尾ほか , 2008; 国土交通省水情報国土データ管

理センター , online b）、2003 ～ 2004 年に和歌山

県（平嶋・中谷 , 2012）、2004 年に神奈川県（山

川・瀬能 , 2015）、2016 年に千葉県（本報告）で

初めて採集された。クロコショウダイは 1994 年

に千葉県で採集されて以降（石川 , 1997; 千葉県 , 
2010）、1997 年に三重県（鈴木・片岡 , 1997）、
1999 年に千葉県（千葉県 , 2010）、2004 年に高知

県（亀田ほか , 2005）、2007 年と 2009 年に鹿児島

県（松沼ほか , 2009; 畑ほか , 2012）、2009 年に和

歌山県（御前 , 2010）、2015 年に静岡県（山川ほ

か , 2017）、2016 年に神奈川県（本報告）で採集

され、また、2004 年には高知県で本種の水中映

像が撮影されており（亀田ほか , 2005）、2013 年

には神奈川県で幼魚の水中写真が撮影された（山

川ほか , 2017）。タメトモハゼは 2010 年に静岡県

（北原ほか , 2012）、2015 年に神奈川県（山川・瀬能 , 
2016）、2016 年に千葉県（本報告）で初めて採集

された。ミナミサルハゼは 2004 年に和歌山県（野

元ほか , 2005）、2009 年に静岡県（森口 , 2010）、
2016 年に神奈川県（山川ほか , 2017）、2017 年に

千葉県（本報告）で標本に基づいて初記録された。

クチサケハゼは 1989 年に鹿児島県本土で初記録

された後（池 , 1990b）、2002 年に静岡県（武内ほか , 
2010; 国土交通省水情報国土データ管理センター , 
online c）、2010 年に宮崎県（Onikura et al., 2013）、
2016 年に千葉県（本報告）で初めて採集された。

ミナミヒメハゼは 2002 年に高知県で採集されて

以降（国土交通省水情報国土データ管理センター , 
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の大学や博物館に収蔵されている、未報告の魚類

標本や写真の精査もしなければならない。近年は

ダイビングや愛好家などの一般市民による魚類

観察も盛んであり、例えば、魚類写真資料データ

ベースのようにそれらの情報を集めて、解析する

ことも重要である。さらには、上述のような生物

地理学的知見だけではなく、各種魚類の繁殖や仔

稚魚の成長と水温環境の関係などの生態学的知

見も、北上傾向と海水温上昇との関連を解明する

うえでは必要不可欠である。これらの専門分野の

異なる研究者および一般市民が共同になって得

られた魚類の情報を統合することにより、地球温

暖化に伴う海水温上昇の魚類相に対するより包

括的かつ詳細な評価が可能になり、今後も続くと

予想されるそれらの変化を高解像度で予測する

ことが可能になるであろう。
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